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番号 訂正箇所 原文 訂正文 訂　正　理　由
ページ 行

1 巻頭2 現 代 の
世界

客観的事情の変更に伴い誤

りとなった事実の記載

2 27 資料 11
埴輪
・舟

変更が適切な体裁、記載（より

適切な資料とするため）

3 109 左段
16

変更が適切な体裁、記載（より

適切な表記とするため）

赤道

北回帰線

北回帰線

南回帰線

南極圏

北極圏

北回帰線

アラスカアラスカ

グリーンランド
グリーンランド

ニューカレドニア島

ハワイ諸島

グアム島

南 極 大 陸

山東
半島

遼東
半島

カムチャツカ半島

樺太

ロサンゼルス

サンフランシスコ サンフランシスコ

シカゴ
ニューヨーク

アトランタ

リオデジャネイロ

ケープタウン

サンパウロ

マルセイユ

ハンブルク

イスタンブル

イスタンブル

アレクサンドリア

イスファハーン

メッカ

メディナ

カラチ

ラホール

ミラノ

バルセロナ

ナポリ

グラスゴー

ボストン

ダルエスサラーム

ムンバイ

イルクーツク

コルカタ

上海

西安

広州

ホーチミン

香港

ヤンゴン

シドニー

ホノルル

メルボルン

サンクトペテルブルク

上海

天津

青島
済南

蘇州南京

福岡

京都
大阪
名古屋

札幌

福州

杭州

西安

大連

ノモンハン

ウラジヴォストク

ハバロフスク

ニコライエフスク

ハルビン

長春

イルクーツク

旅順

釜山

板門店

重慶

広州

マカオ
香港

台北
那覇

ハノイ

プノンペン

ビエンチャン

バンコク

ネーピードー

マニラ

ダッカ

北京

ジャカルタ

カーブル

テヘラン

アシガバード

タシケント

ビシュケク

ドゥシャンベ

ヌルスルタン

バクー

トビリシ

エレバン

バグダードダマスカス

エルサレム

カイロ
クウェート

マナーマ

アブダビ
ドーハ

アンマン

リヤド

マスカット

サナア

トリポリ
ラバト

アルジェ

ティラナ

プラハ

ブラチスラバ

ベルン

サラエヴォ

ポドゴリツァ

リュブリャナ
ザグレブ

ベオグラード

キシナウ

ソフィア

スコピエ
プリシュティナ

ブダペスト

タリン

リガ

ヴィリニュス

ブリュッセル

ルクセンブルク

アムステルダム

ヌアクショット

ダカール

バンジュール
ビサウ
コナクリ

フリータウン

モンロビア

ヤムスクロ

ア
ク
ラ

ロ
メ

ポ
ル
ト
ノ
ボ

アブジャ

ニアメ
バマコ

ワガドゥグー
ンジャメナ

バンギ

ヤウンデマラボ
リーブルビルサントメ

ルアンダ

キンシャサ

ハルトゥーム

アディスアベバ

モガディシオ

アスマラ

ジブチ

カンパラ

ジュバ

ナイロビキガリ
ブジュンブラ

モロニ

ドドマ ヴィクトリア

ルサカ

ハラレ

マプト
ムババーネ

（ツワネ）
プレトリア

マセル

ハボローネ
ウィントフック

レイキャビク

ロンドン

ダブリン

マドリード ローマ
アンドララベリャ

パリ

ベルリン

コペンハーゲン

ワルシャワ

ブカレスト

オスロ
ストックホルム

ヘルシンキ

キーウ

東京
ソウル

ピョンヤン

ディリ ポートモレスビー

ウランバートル

ウィーン

ミンスク

リスボン

マルキョク

リロングウェ

アンタナナリボ
ポートルイス

ベイルート

ニコシア

バンダルスリブガワン
マレ

プライア

アテネ

カトマンズ
ティンプー

スリジャヤワルダナプラコッテ

モスクワ

バレッタ

アンカラ

アンカラ

チュニス

クアラルンプール

ワシントン

ハバナ

メキシコシティ

カラカス

タラワ
ヤレン

ボゴタ

キト

パラマリボ

リマ

ラパス ブラジリア

アスンシオン

サンティアゴ
モンテビデオブエノスアイレス

アピア

スバ

ヌクアロファ

アロフィ
ポートヴィラ

フナフティ

アバルア

ホニアラ

ウェリントン

デリー

イスラマバード

ファドゥーツ

キャンベラ

マジュロ
パリキール

オタワ

ブラザビル

サンマリノ

北京

東京

ソウル

ピョンヤン

ウランバートル

ハノイ

ダッカ

ティンプー

[デンマーク]

[デンマーク]

[フランス]

[アメリカ]

[アメリカ]

アイスランド

フィンランド

ドイツ

イタリア

イギリス

スペイン
ポルトガル

アイルランド

フランス

ギリシア

アルジェリア

チャド

ナイジェリア

リビア

ニジェールマリ
モーリタニア

モロッコ

ギニア

コンゴ民主共和国

アンゴラ

ナミビア

モルディヴ

ザンビア

マダガスカル

パプアニューギニア
ソロモン諸島

バヌアツ

フィジー諸島

トンガ

ニウエ

サモア

クック諸島

ツバル

ニュージーランド

モザンビーク

タンザニア

スリランカ

ベトナム

（台湾）

フィリピン

モーリシャス

ケニア

ソマリア

エチオピア

スーダン

南スーダン

エジプト

エジプト

スーダン

サウジアラビア

サウジアラビア

イラク

イラク

シリア

イラン

イラン

トルコ

トルコ

ウクライナ カザフスタン

トルクメニスタン

トルクメニスタン

ウズベキスタン

ウズベキスタン

アフガニスタン

アフガニスタン

パキスタン

パキスタン

イエメン

インド

インド

モンゴル

日本

タイ

マレーシア

インドネシア

ミャンマー

デンマーク

朝鮮民主主義
人民共和国

大韓民国

パラオ

ジンバブエ

エスワティニ
レソト

ボツワナ

マラウイ

コンゴ共和国
ガボン

カメルーン
中央アフリカ

サントメ・
プリンシペ

赤道ギニア

ベ
ナ
ン
ト
ー
ゴ

ガ
ー
ナコ

ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル

リベリア

シエラレオネ

ギニアビサウ
ガンビア

エリトリア

ジブチ

シンガポール

東ティモール

ネパール

ブータン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

キルギス

キルギス

タジキスタン

タジキスタン

クウェート

バーレーン
カタール

アラブ首長国連邦

オマーン

オマーン

シリア

ヨルダン

ヨルダン

レバノン

イスラエル

キプロス

ジョージア

アルメニア

アゼルバイジャン

チュニジア

ブルネイ・
ダルサラーム

コモロ

カーボベルデ

ラ

オ
ス

カンボジア
セネガル ブルキナ

ファソ

ウガンダ

ルワンダ

ブルンジ

アメリカ合衆国

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

キリバスナウル

メキシコ
バハマ

キューバ

ドミニカ共和国

アンティグア・バーブーダ
ドミニカ国

バルバドス

トリニダード・トバゴ

セントビンセントおよび
グレナディーン諸島

セントルシア

グレナダ

セントクリストファー・ネービス

ハイチ

ジャマイカ
ホンジュラスグアテマラ

エルサルバドル ニカラグア

ベリーズ

コスタリカ パナマ

コロンビア

ベネズエラ
ガ
イ
ア
ナ
ス
リ
ナ
ム

エクアドル

ペルー

ボリビア

パラグアイ

ウルグアイ

アルゼンチン

チリ

セイシェル

南アフリカ

ドイツ

イタリア

スペイン
ポルトガル

フランス

ギリシア
トルコ

ウクライナ

ベラルーシ

スイス

モナコ

リヒテンシュタイン
オーストリア

スロヴェニア
クロアティア

チェコ スロヴァキア

ボスニア・
ヘルツェ
ゴヴィナ

モンテネグロ

コソヴォ

アルバニア

ヴァチカン

サンマリノ

北マケドニア

ブルガリア

ルーマニア
ハンガリー

ポーランド

デンマーク

エストニア

フィンランド

ラトヴィア
リトアニア

モルドヴァ

マルタ
チュニジアアルジェリア

オランダ
アイルランド

イギリス

ルクセンブルク

アンドラ

ベルギー

セルビア

スウェーデンノルウェー

スウェーデン
ノルウェー

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

ロシア連邦

ロシア連邦

ロシア連邦

（台湾）

モンゴル

日本

朝鮮民主主義
人民共和国

大韓民国

ベトナム

イ
ン
ド

ミャンマー

ブータン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

オーストラリア

ロシア連邦

中華人民共和国

ブラジル

アメリカ合衆国

カナダ

カナダ

中華人民共和国

ロシア連邦

太 平 洋

イ ン ド 洋

太 平 洋

大 西 洋

地 中 海

地 中 海

アラビ ア 海

黒 海

黒海
カ
ス
ピ
海

大 西 洋

紅

海

ペ
ルシ
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黄 海
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0°

0°

40°

60°

40°

40° 60°

0°

20°

20°
北緯

南緯

40°

60°

80°

40°

60°

80°

東経40°

20°

西経40°80°120°160°180° 80° 120° 160° 120°西経160° 80°180°

40°

140°

120°100°

160°

20°

0 5000km           

0 1000km           0 1000km           

（赤道上の長さ）

（赤道上の長さ）（赤道上の長さ） 0 1000km
（赤道上の長さ）

巻
頭
2

赤道

北回帰線

北回帰線

南回帰線

南極圏

北極圏

北回帰線

アラスカアラスカ

グリーンランド
グリーンランド

ニューカレドニア島

ハワイ諸島

グアム島

南 極 大 陸

山東
半島

遼東
半島

カムチャツカ半島

樺太

ロサンゼルス

サンフランシスコ サンフランシスコ

シカゴ
ニューヨーク

アトランタ

リオデジャネイロ

ケープタウン

サンパウロ

マルセイユ

ハンブルク

イスタンブル

イスタンブル

アレクサンドリア

イスファハーン

メッカ

メディナ

カラチ

ラホール

ミラノ

バルセロナ

ナポリ

グラスゴー

ボストン

ダルエスサラーム

ムンバイ

イルクーツク

コルカタ

上海

西安

広州

ホーチミン

香港

ヤンゴン

シドニー

ホノルル

メルボルン

サンクトペテルブルク

上海

天津

青島
済南

蘇州南京

福岡

京都
大阪
名古屋

札幌

福州

杭州

西安

大連

ノモンハン

ウラジヴォストク

ハバロフスク

ニコライエフスク

ハルビン

長春

イルクーツク

旅順

釜山

板門店

重慶

広州

マカオ
香港

台北
那覇

ハノイ

プノンペン

ビエンチャン

バンコク

ネーピードー

マニラ

ダッカ

北京

ジャカルタ

カーブル

テヘラン

アシガバード

タシケント

ビシュケク

ドゥシャンベ

アスタナ

バクー

トビリシ

エレバン

バグダードダマスカス

エルサレム

カイロ
クウェート

マナーマ

アブダビ
ドーハ

アンマン

リヤド

マスカット

サナア

トリポリ
ラバト

アルジェ

ティラナ

プラハ

ブラチスラバ

ベルン

サラエヴォ

ポドゴリツァ

リュブリャナ
ザグレブ

ベオグラード

キシナウ

ソフィア

スコピエ
プリシュティナ

ブダペスト

タリン

リガ

ヴィリニュス

ブリュッセル

ルクセンブルク

アムステルダム

ヌアクショット

ダカール

バンジュール
ビサウ
コナクリ

フリータウン

モンロビア

ヤムスクロ

ア
ク
ラ

ロ
メ

ポ
ル
ト
ノ
ボ

アブジャ

ニアメ
バマコ

ワガドゥグー
ンジャメナ

バンギ

ヤウンデマラボ
リーブルビルサントメ

ルアンダ

キンシャサ

ハルトゥーム

アディスアベバ

モガディシオ

アスマラ

ジブチ

カンパラ

ジュバ

ナイロビキガリ
ブジュンブラ

モロニ

ドドマ ヴィクトリア

ルサカ

ハラレ

マプト
ムババーネ

（ツワネ）
プレトリア

マセル

ハボローネ
ウィントフック

レイキャビク

ロンドン

ダブリン

マドリード ローマ
アンドララベリャ

パリ

ベルリン

コペンハーゲン

ワルシャワ

ブカレスト

オスロ
ストックホルム

ヘルシンキ

キーウ

東京
ソウル

ピョンヤン

ディリ ポートモレスビー

ウランバートル

ウィーン

ミンスク

リスボン

マルキョク

リロングウェ

アンタナナリボ
ポートルイス

ベイルート

ニコシア

バンダルスリブガワン
マレ

プライア

アテネ

カトマンズ
ティンプー

スリジャヤワルダナプラコッテ

モスクワ

バレッタ

アンカラ

アンカラ

チュニス

クアラルンプール

ワシントン

ハバナ

メキシコシティ

カラカス

タラワ
ヤレン

ボゴタ

キト

パラマリボ

リマ

ラパス ブラジリア

アスンシオン

サンティアゴ
モンテビデオブエノスアイレス

アピア

スバ

ヌクアロファ

アロフィ
ポートヴィラ

フナフティ

アバルア

ホニアラ

ウェリントン

デリー

イスラマバード

ファドゥーツ

キャンベラ

マジュロ
パリキール

オタワ

ブラザビル

サンマリノ

北京

東京

ソウル

ピョンヤン

ウランバートル

ハノイ

ダッカ

ティンプー

[デンマーク]

[デンマーク]

[フランス]

[アメリカ]

[アメリカ]

アイスランド

フィンランド

ドイツ

イタリア

イギリス

スペイン
ポルトガル

アイルランド

フランス

ギリシア

アルジェリア

チャド

ナイジェリア

リビア

ニジェールマリ
モーリタニア

モロッコ

ギニア

コンゴ民主共和国

アンゴラ

ナミビア

モルディヴ

ザンビア

マダガスカル

パプアニューギニア
ソロモン諸島

バヌアツ

フィジー諸島

トンガ

ニウエ

サモア

クック諸島

ツバル

ニュージーランド

モザンビーク

タンザニア

スリランカ

ベトナム

（台湾）

フィリピン

モーリシャス

ケニア

ソマリア

エチオピア

スーダン

南スーダン

エジプト

エジプト

スーダン

サウジアラビア

サウジアラビア

イラク

イラク

シリア

イラン

イラン

トルコ

トルコ

ウクライナ カザフスタン

トルクメニスタン

トルクメニスタン

ウズベキスタン

ウズベキスタン

アフガニスタン

アフガニスタン

パキスタン

パキスタン

イエメン

インド

インド

モンゴル

日本

タイ

マレーシア

インドネシア

ミャンマー

デンマーク

朝鮮民主主義
人民共和国

大韓民国

パラオ

ジンバブエ

エスワティニ
レソト

ボツワナ

マラウイ

コンゴ共和国
ガボン

カメルーン
中央アフリカ

サントメ・
プリンシペ

赤道ギニア

ベ
ナ
ン
ト
ー
ゴ

ガ
ー
ナコ

ー
ト

ジ
ボ
ワ
ー
ル

リベリア

シエラレオネ

ギニアビサウ
ガンビア

エリトリア

ジブチ

シンガポール

東ティモール

ネパール

ブータン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

キルギス

キルギス

タジキスタン

タジキスタン

クウェート

バーレーン
カタール

アラブ首長国連邦

オマーン

オマーン

シリア

ヨルダン

ヨルダン

レバノン

イスラエル

キプロス

ジョージア

アルメニア

アゼルバイジャン

チュニジア

ブルネイ・
ダルサラーム

コモロ

カーボベルデ

ラ

オ
ス

カンボジア
セネガル ブルキナ

ファソ

ウガンダ

ルワンダ

ブルンジ

アメリカ合衆国

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

キリバスナウル

メキシコ
バハマ

キューバ

ドミニカ共和国

アンティグア・バーブーダ
ドミニカ国

バルバドス

トリニダード・トバゴ

セントビンセントおよび
グレナディーン諸島

セントルシア

グレナダ

セントクリストファー・ネービス

ハイチ

ジャマイカ
ホンジュラスグアテマラ

エルサルバドル ニカラグア

ベリーズ

コスタリカ パナマ

コロンビア

ベネズエラ
ガ
イ
ア
ナ
ス
リ
ナ
ム

エクアドル

ペルー

ボリビア

パラグアイ

ウルグアイ

アルゼンチン

チリ

セイシェル

南アフリカ

ドイツ

イタリア

スペイン
ポルトガル

フランス

ギリシア
トルコ

ウクライナ

ベラルーシ

スイス

モナコ

リヒテンシュタイン
オーストリア

スロヴェニア
クロアティア

チェコ スロヴァキア

ボスニア・
ヘルツェ
ゴヴィナ

モンテネグロ

コソヴォ

アルバニア

ヴァチカン

サンマリノ

北マケドニア

ブルガリア

ルーマニア
ハンガリー

ポーランド

デンマーク

エストニア

フィンランド

ラトヴィア
リトアニア

モルドヴァ

マルタ
チュニジアアルジェリア
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 隅
す
田
だ
八
はち
幡
まん
神社人物画像鏡（和歌山

県）　鏡の縁の内側に銘
めい
文
ぶん
があり，江

え

田
た
船
ふな
山
やま
古墳出土大刀や稲

いなり
荷山

やま
古墳出

土鉄剣の銘文［➡p.29］とともに，漢字
使用の日本最古の例である。

❼ 渡来人のなかでも，秦
はた
氏・東

やまとの
漢
あや

氏・西
かわちの
文
ふみ
氏は，有力な渡来系氏

し

族
ぞく
として，渡来人を統

とう
率
そつ
する役

割を担った。
 古墳出土品　

眉
ま
庇
びさし
付
つき
冑
かぶと
（長野県妙

みょう
前
ぜん
大
おお

塚
つか
古墳）高さ約32cm

短
たん
甲
こう
（長野県鎧

よろい
塚
づか
古墳）

　　　　   高さ約45cm

金銅製の沓
くつ
（熊本県江田船山古墳）

金銅製環
かん
頭
とう
太
た
刀
ち
（京都府

湯
ゆ
舟
ぶね
坂
さか
二号墳） 長さ約122cm

長さ約34cm

金
こん
銅
どう
製の冠

かんむり
（奈良県藤

ふじ
ノ
の
木
き
古墳） 

高さ約35cm（立
たて
飾
かざ
りをふくむ）

埴
はに
輪
わ
・甲

かっ
冑
ちゅう
を着た

男子（群馬県太
おお
田
た
市）

埴輪・犬
（群馬県伊

い
勢
せ
崎
さき
市）埴輪・舟（宮崎県西

さい
都
と
原
ばる
古墳群）

長さ
約53cm

長さ
約102cm

高さ
約131cm

耳飾り
（熊本県江

え

田
た
船
ふな
山
やま
古墳）

長さ15.3cm

 土
は
師
じ
器
き
（上：東京国立博物館蔵）と須恵

器（下：京都国立博物館蔵）　古墳時代に
は，弥

やよい
生時代の系統をひく土師器が

つくられていたが，のぼり窯
がま
を使っ

て高温で焼く硬質の須恵器もつくら
れ始めた。

高さ約20cm

高さ約29cm

られた王の政治的・軍事的支配力の強大化と，大陸の新しい文化の浸
しん
透
とう

を示している。吉
き
備
び
（岡山平野），毛

け
野
ぬ
（北関東），筑

つく
紫
し
（筑紫平野）など，各

地でも大きな前方後円墳がつくられ，これらの地域では，有力な豪
ごう
族
ぞく
が

大王に服
ふく
属
ぞく
しながらも，独自に勢力をのばしていたと考えられる。

５世紀には，大和王権は朝鮮や中国から日本列島に
移住してくる渡

と
来
らい
人
じん
を多く迎えいれた。彼らは，鉄

製の武器や農具・工具，須
す
恵
え
器
き
とよばれる硬

こう
質
しつ
の土器，機

はた
織
おり
，金属細工

など，さまざまな新しい技術を伝えた。大和王権は，こうした技術者を
陶
すえつくり
部
べ
・錦

にし
織
ごり
部
べ
・韓

から
鍛
かぬ
冶
ち
部
べ
などとよばれる技術者集団（品

しな
部
べ
）に組織した。

また，漢字が伝えられ，渡来人が史
ふひと
部
べ
として宮

きゅう
廷
てい
の記録や外交文書など

を作成した。
　６世紀になると，儒

じゅ
教
きょう
など高度な内容を持つ文化が伝えられ，百

くだら
済な

どの朝鮮半島諸国から仏教も伝えられた。このように，渡来人が大和王
権の発展にはたした役割は大きかった。

大陸文化の摂取
と渡来人

ペクチェ

❼
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❼ 渡来人のなかでも，秦
はた
氏・東

やまとの
漢
あや

氏・西
かわちの
文
ふみ
氏は，有力な渡来系氏

し

族
ぞく
として，渡来人を統

とう
率
そつ
する役

割を担った。
 古墳出土品　

眉
ま
庇
びさし
付
つき
冑
かぶと
（長野県妙

みょう
前
ぜん
大
おお

塚
つか
古墳）高さ約32cm

短
たん
甲
こう
（長野県鎧

よろい
塚
づか
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　　　　   高さ約45cm

金銅製の沓
くつ
（熊本県江田船山古墳）

金銅製環
かん
頭
とう
太
た
刀
ち
（京都府

湯
ゆ
舟
ぶね
坂
さか
二号墳） 長さ約122cm

長さ約34cm

金
こん
銅
どう
製の冠

かんむり
（奈良県藤

ふじ
ノ
の
木
き
古墳） 

高さ約35cm（立
たて
飾
かざ
りをふくむ）

埴
はに
輪
わ
・甲

かっ
冑
ちゅう
を着た

男子（群馬県太
おお
田
た
市）

埴輪・犬
（群馬県伊

い
勢
せ
崎
さき
市）

埴輪・舟（宮崎県西
さい
都
と
原
ばる
古墳群）

長さ
約53cm

長さ
約100cm

高さ
約131cm

耳飾り
（熊本県江

え

田
た
船
ふな
山
やま
古墳）

長さ15.3cm

 土
は
師
じ
器
き
（上：東京国立博物館蔵）と須恵

器（下：京都国立博物館蔵）　古墳時代に
は，弥

やよい
生時代の系統をひく土師器が

つくられていたが，のぼり窯
がま
を使っ

て高温で焼く硬質の須恵器もつくら
れ始めた。

高さ約20cm

高さ約29cm

られた王の政治的・軍事的支配力の強大化と，大陸の新しい文化の浸
しん
透
とう

を示している。吉
き
備
び
（岡山平野），毛

け
野
ぬ
（北関東），筑

つく
紫
し
（筑紫平野）など，各

地でも大きな前方後円墳がつくられ，これらの地域では，有力な豪
ごう
族
ぞく
が

大王に服
ふく
属
ぞく
しながらも，独自に勢力をのばしていたと考えられる。

５世紀には，大和王権は朝鮮や中国から日本列島に
移住してくる渡

と
来
らい
人
じん
を多く迎えいれた。彼らは，鉄

製の武器や農具・工具，須
す
恵
え
器
き
とよばれる硬

こう
質
しつ
の土器，機

はた
織
おり
，金属細工

など，さまざまな新しい技術を伝えた。大和王権は，こうした技術者を
陶
すえつくり
部
べ
・錦

にし
織
ごり
部
べ
・韓

から
鍛
かぬ
冶
ち
部
べ
などとよばれる技術者集団（品

しな
部
べ
）に組織した。

また，漢字が伝えられ，渡来人が史
ふひと
部
べ
として宮

きゅう
廷
てい
の記録や外交文書など

を作成した。
　６世紀になると，儒

じゅ
教
きょう
など高度な内容を持つ文化が伝えられ，百

くだら
済な

どの朝鮮半島諸国から仏教も伝えられた。このように，渡来人が大和王
権の発展にはたした役割は大きかった。

大陸文化の摂取
と渡来人
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c堺の町並み（『住
すみ
吉
よし
祭
さい
礼
れい
図
ず
屏
びょう
風
ぶ
』，堺市博物館蔵）　濠で囲まれた

町中を海の守護神の祭礼の行列がつづいている。

大仙陵古墳

堺御坊

大

大
小
路

道
筋
堺
政
所

戎
島

千利休屋敷

鉄砲屋敷

宿院
（住吉御旅所）
紀
州
街
道

中世末期の海岸線
中世末期の堀

0 500m

c自由都市・堺　

b堺環
かん
濠
ごう
都市遺

跡からの出土品
（堺市教育委員会蔵）　
内部に茶室空間
があった16世紀
後半から17世紀
初めごろの土

ど
蔵
ぞう

跡から出土した
陶
とう
磁
じ
器
き
類。中国

産の染
そめ
付
つけ
（青花）

が大部分をしめ，
唐
から
津
つ
や志

し
野
の
の国

産や朝鮮産の茶
碗も多い。

　兵
ひょう

庫
ご

や尼
あまが

崎
さき

とともに，瀬戸内海にひらけた畿
き

内
ない

の玄関口が堺
さかい

である。和
い ず み

泉・摂
せっ

津
つ

・河
かわ

内
ち

の国境に
位置するため，この名がついた。漁村にして港町
であり，北荘・南荘という二つの荘

しょう

園
えん

からなって
いた。応

おう

永
えい

の乱では，足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

に叛
はん

した大
おお

内
うち

義
よし

弘
ひろ

の拠
きょ

点
てん

ともなった。15世紀前半には，南荘の住人
らが，領

りょう

主
しゅ

の相
しょう

国
こく

寺
じ

に対して年間730貫
かん

文
もん

の地
じ

下
げ

請
うけ

を契約している。荘園村落と同様に，地
ち

縁
えん

的な
共同体ができていたことがわかる。
　中世の堺は，年

ねん

貢
ぐ

米の集
しゅう

荷
か

や材木取引，為
かわし（かわせ）

替の
発行などでにぎわった。特に嘉

か

吉
きつ

の乱や応
おう

仁
にん

の乱
後，京都の金融資本の一部が堺へ流れた。富裕な
商人は周辺の村落に金を貸しつけ，利息とともに
回収して資本を蓄

ちく

積
せき

した。経済的に成長した有力
商人のうち，堺内部の訴

そ

訟
しょう

問題などに対応したの
が10名からなる会

え

合
ごう

衆
しゅう

である。15世紀後半，堺は
おおむね細

ほそ

川
かわ

氏の勢力圏
けん

となり，会合衆は日
にち

明
みん

貿
易にも参加した。ただし，会合衆が年貢を管理し
たり，自

じ

検
けん

断
だん

（刑事処分の執
しっ

行
こう

）を行ったりした事
実は確認されない。自

じ

治
ち

の機能の単位は，あくま
で地縁的な町共同体であったことがうかがえる。
　堺は，都市の周囲に濠

ほり

をめぐらし，周囲で戦乱
がおこっても中立を志向した。そのため移住して
くる者も多く，なかには，16世紀半ばの天

てん

文
ぶん

法
ほっ

華
け

 
一
いっ

揆
き

後に京都からのがれてきた法華衆もいた。彼
らは豊

ぶん

後
ご

・琉
りゅう

球
きゅう

方面への船に乗り，種
た

子
ねが

島
しま

に法華

1399

1441 1467～77

➡p.120

宗を広める一方，その逆ルートで，鉄
てっ

砲
ぽう

の製造方
法を堺に伝えた。
　当時来日した宣

せん

教
きょう

師
し

ガスパル・ヴィレラは，イ
エズス会あての報告書で次のように述べる。
　　 「この町はベニス市のような執

しっ

政
せい

官
かん

（会合衆）
が治めている。」（1561年書簡）

　　 「日本全国，この堺の町より安全な所はない。
他の諸国で動乱がおきても，この町には影響
せず，敗者も勝者も，この町に来ればみな平
和に生活できる。……町は堅

けん

固
ご

に守られ，西
の方には海があり，また他の境界は水をたた
えた深い堀

ほり

で囲まれている。」（1562年書簡）
　細川氏につづき，三

み

好
よし

氏や織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が代
だい

官
かん

や奉
ぶ

行
ぎょう

人
にん

を堺に派遣してきたが，それもこうした都市
の自治を介

かい

した支配にほかならない。
　堺と同様に一定の自
治を保った都市として
は，筑

ちく

前
ぜん

の博
はか

多
た

や伊
い

勢
せ

の大
おお

湊
みなと

などが知られる。
ただし，博多も堺も，
豊
とよ

臣
とみ

政権によって環
かん

濠
ごう

を埋められたり町割り
を変えられたりした。
戦国時代は，都市住人
の自治や自衛の意識が
高まった時期といえる。
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内部に茶室空間
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後半から17世紀
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跡から出土した
陶
とう
磁
じ
器
き
類。中国
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唐
から
津
つ
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し
野
の
の国
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碗も多い。

　兵
ひょう

庫
ご

や尼
あまが

崎
さき

とともに，瀬戸内海にひらけた畿
き

内
ない

の玄関口が堺
さかい

である。和
い ず み

泉・摂
せっ

津
つ

・河
かわ

内
ち

の国境に
位置するため，この名がついた。漁村にして港町
であり，北荘・南荘という二つの荘

しょう

園
えん

からなって
いた。応

おう

永
えい

の乱では，足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

に叛
はん

した大
おお

内
うち

義
よし

弘
ひろ

の拠
きょ

点
てん

ともなった。15世紀前半には，南荘の住人
らが，領

りょう

主
しゅ

の相
しょう

国
こく

寺
じ

に対して年間730貫
かん

文
もん

の地
じ

下
げ

請
うけ

を契約している。荘園村落と同様に，地
ち

縁
えん

的な
共同体ができていたことがわかる。
　中世の堺は，年

ねん

貢
ぐ

米の集
しゅう

荷
か

や材木取引，為
かわし（かわせ）

替の
発行などでにぎわった。特に嘉

か

吉
きつ

の乱や応
おう

仁
にん

の乱
後，京都の金融資本の一部が堺へ流れた。富裕な
商人は周辺の村落に金を貸しつけ，利息とともに
回収して資本を蓄

ちく

積
せき

した。経済的に成長した有力
商人のうち，堺内部の訴

そ

訟
しょう

問題などに対応したの
が10名からなる会

かい

合
ごう

衆
しゅう

である。15世紀後半，堺は
おおむね細

ほそ

川
かわ

氏の勢力圏
けん

となり，会合衆は日
にち

明
みん

貿
易にも参加した。ただし，会合衆が年貢を管理し
たり，自

じ

検
けん

断
だん

（刑事処分の執
しっ

行
こう

）を行ったりした事
実は確認されない。自

じ

治
ち

の機能の単位は，あくま
で地縁的な町共同体であったことがうかがえる。
　堺は，都市の周囲に濠

ほり

をめぐらし，周囲で戦乱
がおこっても中立を志向した。そのため移住して
くる者も多く，なかには，16世紀半ばの天

てん

文
ぶん

法
ほっ

華
け

 
一
いっ

揆
き

後に京都からのがれてきた法華衆もいた。彼
らは豊

ぶん

後
ご

・琉
りゅう

球
きゅう

方面への船に乗り，種
た

子
ねが

島
しま

に法華

1399

1441 1467～77

➡p.120

宗を広める一方，その逆ルートで，鉄
てっ

砲
ぽう

の製造方
法を堺に伝えた。
　当時来日した宣

せん

教
きょう

師
し

ガスパル・ヴィレラは，イ
エズス会あての報告書で次のように述べる。
　　 「この町はベニス市のような執

しっ

政
せい

官
かん

（会合衆）
が治めている。」（1561年書簡）

　　 「日本全国，この堺の町より安全な所はない。
他の諸国で動乱がおきても，この町には影響
せず，敗者も勝者も，この町に来ればみな平
和に生活できる。……町は堅

けん

固
ご

に守られ，西
の方には海があり，また他の境界は水をたた
えた深い堀

ほり

で囲まれている。」（1562年書簡）
　細川氏につづき，三

み

好
よし

氏や織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

が代
だい

官
かん

や奉
ぶ

行
ぎょう

人
にん

を堺に派遣してきたが，それもこうした都市
の自治を介

かい

した支配にほかならない。
　堺と同様に一定の自
治を保った都市として
は，筑

ちく

前
ぜん

の博
はか

多
た

や伊
い

勢
せ

の大
おお

湊
みなと

などが知られる。
ただし，博多も堺も，
豊
とよ

臣
とみ

政権によって環
かん

濠
ごう

を埋められたり町割り
を変えられたりした。
戦国時代は，都市住人
の自治や自衛の意識が
高まった時期といえる。
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田
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奈
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おもな港町
幕府直轄地
おもな関所

0 200km

 継
つぎ
飛
び
脚
きゃく
　各宿駅で人馬をつぎか

え，昼夜を問わずに書状や荷物を運
んだ。

 主要な街道と関所　

 奈
な
良
ら
井
い
宿
じゅく
（長野県塩尻市）　中

なか
山
せん
道
どう

の宿場町としてにぎわった。1968年
以降，行

ぎょう
政
せい
と地元の人々，研究者が

連
れん
携
けい
して町並み保存運動が進められ

ている。

 関所（『木
き
曽
そ
街道六十九次　福島』，国立

国会図書館蔵）　

❹ 京都の豪
ごう
商
しょう
である角

すみの
倉
くら
了
りょう
以
い
は，

京都と伏
ふし
見
み
を結ぶ高

たか
瀬
せ
川などを

開
かい
削
さく
した。

幕府は，全国支配をかためるため，江戸と京都を結
ぶ東
とう
海
かい
道
どう
のほか，中

なか
山
せん
道
どう
・甲
こう
州
しゅう
道中・日

にっ
光
こう
道中・奥

おう

州
しゅう
道中の五

ご
街
かい
道
どう
を直

ちょっ
轄
かつ
・整備し，脇

わき
街道とよばれる主要な道路も整備し

た。街道には，一
いち
里
り
塚
づか
や橋・渡

と
船
せん
場・関

せき
所
しょ
などの設備が整備された。２

～３里おきに置かれた宿
しゅく
場
ば
には，公

こう
用
よう
の人馬の割り当てや荷物・書

しょ
状
じょう
の

つぎ送りをする問
とい
屋
や
場
ば
，幕府役人や大

だい
名
みょう
が宿泊する本

ほん
陣
じん
や脇本陣，一般

の旅行者が宿泊する旅
はたご
籠などが置かれた。公用の人馬の割り当ては伝

てん
馬
ま

役とよばれ，宿場に課せられた。これが不足したときは，周辺の村々に
人馬を出させる助

すけ
郷
ごう
役が課せられた。

　陸上交通の整備にともない，通信機関も発達した。幕府の公用の書状
を送る継

つぎ
飛
ひ
脚
きゃく
のほかに，専用の大名飛脚を持つ藩

はん
もあり，民間の町飛脚

も発達した。ただし，幕府は，おもに軍事上の理由で大
おお
井
い
川や天

てん
竜
りゅう
川な

どの大
だい
河
か
川
せん
には橋をかけず，また，箱

はこ
根
ね
・新

あら
居
い
・碓

うすい
氷などの関所では，

人々の通行や物資の輸送を監
かん
視
し
した。

　年
ねん
貢
ぐ
米
まい
をはじめとする大量の物資の輸送には，水上交通が利用された。

海上交通では，江戸・大坂間の海路が運輸の大動脈となり，17世紀なか
ごろからは木

も
綿
めん
や油を運送する菱

ひ
垣
がき
廻
かい
船
せん
や酒を運送する樽

たる
廻船などの定

期船が就
しゅう
航
こう
し，十

と
組
くみ
問
とい
屋
や
や二

に
十
じゅう
四
し
組
くみ
問屋の指

し
揮
き
のもと，物流を担った。

江戸の商人の河
かわ
村
むら
瑞
ずい
賢
けん
は，東北地方の幕府直

ちょっ
轄
かつ
地
ち
からの年貢米を江戸に

回送することを請け負い，東廻
まわ
り航路と西廻り航路を整備した。また，

内陸部から河口の港へ年貢米や物資を積み出す河川の舟
しゅう
運
うん
も発達した。

交通の発達

➡p.146

➡p.161

1618～99

❹
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0 200km

 継
つぎ
飛
ひ
脚
きゃく
　各宿駅で人馬をつぎか

え，昼夜を問わずに書状や荷物を運
んだ。

 主要な街道と関所　

 奈
な
良
ら
井
い
宿
じゅく
（長野県塩尻市）　中

なか
山
せん
道
どう

の宿場町としてにぎわった。1968年
以降，行

ぎょう
政
せい
と地元の人々，研究者が

連
れん
携
けい
して町並み保存運動が進められ

ている。

 関所（『木
き
曽
そ
街道六十九次　福島』，国立

国会図書館蔵）　

❹ 京都の豪
ごう
商
しょう
である角

すみの
倉
くら
了
りょう
以
い
は，

京都と伏
ふし
見
み
を結ぶ高

たか
瀬
せ
川などを

開
かい
削
さく
した。

幕府は，全国支配をかためるため，江戸と京都を結
ぶ東
とう
海
かい
道
どう
のほか，中

なか
山
せん
道
どう
・甲
こう
州
しゅう
道中・日

にっ
光
こう
道中・奥

おう

州
しゅう
道中の五

ご
街
かい
道
どう
を直

ちょっ
轄
かつ
・整備し，脇

わき
街道とよばれる主要な道路も整備し

た。街道には，一
いち
里
り
塚
づか
や橋・渡

と
船
せん
場・関

せき
所
しょ
などの設備が整備された。２

～３里おきに置かれた宿
しゅく
場
ば
には，公

こう
用
よう
の人馬の割り当てや荷物・書

しょ
状
じょう
の

つぎ送りをする問
とい
屋
や
場
ば
，幕府役人や大

だい
名
みょう
が宿泊する本

ほん
陣
じん
や脇本陣，一般

の旅行者が宿泊する旅
はたご
籠などが置かれた。公用の人馬の割り当ては伝

てん
馬
ま

役とよばれ，宿場に課せられた。これが不足したときは，周辺の村々に
人馬を出させる助

すけ
郷
ごう
役が課せられた。

　陸上交通の整備にともない，通信機関も発達した。幕府の公用の書状
を送る継

つぎ
飛
ひ
脚
きゃく
のほかに，専用の大名飛脚を持つ藩

はん
もあり，民間の町飛脚

も発達した。ただし，幕府は，おもに軍事上の理由で大
おお
井
い
川や天

てん
竜
りゅう
川な

どの大
だい
河
か
川
せん
には橋をかけず，また，箱

はこ
根
ね
・新

あら
居
い
・碓

うすい
氷などの関所では，

人々の通行や物資の輸送を監
かん
視
し
した。

　年
ねん
貢
ぐ
米
まい
をはじめとする大量の物資の輸送には，水上交通が利用された。

海上交通では，江戸・大坂間の海路が運輸の大動脈となり，17世紀なか
ごろからは木

も
綿
めん
や油を運送する菱

ひ
垣
がき
廻
かい
船
せん
や酒を運送する樽

たる
廻船などの定

期船が就
しゅう
航
こう
し，十

と
組
くみ
問
とい
屋
や
や二

に
十
じゅう
四
し
組
くみ
問屋の指

し
揮
き
のもと，物流を担った。

江戸の商人の河
かわ
村
むら
瑞
ずい
賢
けん
は，東北地方の幕府直

ちょっ
轄
かつ
地
ち
からの年貢米を江戸に

回送することを請け負い，東廻
まわ
り航路と西廻り航路を整備した。また，

内陸部から河口の港へ年貢米や物資を積み出す河川の舟
しゅう
運
うん
も発達した。

交通の発達

➡p.146

➡p.161
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第３章　近現代社会の展開 251

 三・一独立運動　独立宣言書が読みあげられたソウルのタプ
コル（パゴタ）公園には，三・一独立運動を記念して1967年につ
くられた10枚連作のレリーフがある。写真はそのうちの一枚で，
旗をかかげている人物は，独立運動に参加し，獄

ごく
死
し
した柳

りゅう
寛
かん
順
じゅん
。

ユ グァンスン

 五・四運動　北京で学生たちが天
てん
安
あん
門
もん
の前に集まり，山

さん
東
とう
半

島に関する権利の回収を訴えてアメリカ公使館へ請
せい
願
がん
書
しょ
を提出

し，親日派とみなした中国官
かん
僚
りょう
を攻撃した。運動は中国社会の

広い支持をえて，商店や労働者のストライキや日本製品の不買
運動へと展開した。

　
今こ
ん
日に
ち
の
青
年
が
出
兵
論
に
何
等
の
同
感
な
き
は
、

又ま
た

一
つ
に
は
彼
ら
が
今
度
の
戦
争
の
た
め
に
著い
ち
じ
る

し

く
世
界
的
に
覚か
く

醒せ
い

し
た
結
果
で
あ
ろ
う
…
…
今
や
実

に
世
界
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
が
段
々
明
白
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
此こ

の
点
が
実
に
今
日
の
青
年
を
し
て
他

の
列
国
の
存
立
を
全
然
無
視
せ
る
如ご
と

き
狂き
ょ
う

暴ぼ
う

な
る
侵

略
主
義
者
に
何な
ん

等ら

の
共
鳴
を
感
ぜ
し
め
ざ
る
所ゆ
え
ん以

で

あ
る
。 

（
吉
野
作
造「
出
兵
論
と
現
代
青
年
の
世
界
的
傾
向
」）

 シベリア出兵に対する世論　当
時の人々は，シベリア出兵をどのよ
うに受け止めたのだろうか。

❹ 日本は，大戦中にイギリス・フ
ランスと密

みつ
約
やく
を結んで山東省の

権益継承を認めさせていた。

❺ 朝鮮人と日本人が対等であるこ
とを強調したが，実際には日本
への同化をうながし，独立運動
は武力で弾

だん
圧
あつ
した。

が撤
てっ
兵
ぺい
するなか，日本だけが1922年まで出兵をつづけたが失敗におわり，

国際的な信頼もそこなった。
　1918年，ドイツで革命がおこって帝

てい
政
せい
が崩
ほう
壊
かい
し，第一次世界大戦は日

本をふくむ連合国側が勝利をおさめた。翌年，パリで講
こう
和
わ
会議が開かれ，

ヴェルサイユ条約が調
ちょう
印
いん
された。日本は，山東省にあったドイツの権益

を受けつぐとともに，赤道以北の旧ドイツ領南
なん
洋
よう
諸島の委

い
任
にん
統
とう
治
ち
権
けん
をえ

た。また，アメリカ大統領ウィルソンの提
てい
唱
しょう
で，平和維持の国際機構と

して国際連盟の創立が決まり，1920年に発足した。日本は，その常
じょう
任
にん
理
り

事
じ
国
こく
の一つとなった。

中国は山東省の権益の返還を主張したが，パリ講和
会議でこれが無視されると，1919（大正８）年５月の

北
ペ
京
キン
での学生集会をきっかけに，中国各地で学生や労働者を中心とした

ストライキや日本製品のボイコット運動がおこった（五
ご
・四

し
運動）。日本

は，中国の権利をおびやかす存在の象徴としてみなされるようになった。
　大戦後に「民族自決」の機運が高まるなか，日本に支配されていた朝鮮
でも，1919年３月１日，京

けい
城
じょう
（現在のソウル）で知識人や学生らが日本か

らの独立を宣言した。これに刺
し
激
げき
を受けて独立を求める運動が，またた

く間に朝鮮全土に広がった（三
さん
・一
いち
独立運動）。朝鮮総

そう
督
とく
府
ふ
は原

はら
内閣のも

と，これまでの武
ぶ
断
だん
統治から文化政治への転

てん
換
かん
をかかげたが，独立運動

はその後も根強くくりひろげられていった。
　台湾では総督府を通じた同化政策がつづいたが，台湾人による自

じ
治
ち
を

かかげて議会の設置をめざす政党も生まれた。

➡p.240

1856～1924

日本への抵抗と
植民地政策 ❹

➡p.236

❺
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界
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結
果
で
も
あ
ら
う
…
…
今
や

実
に
世
界
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
が
段
々
明
白
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
此こ

の
点
が
実
に
今
日
の
青
年
を
し
て

他
の
列
国
の
存
立
を
全
然
無
視
せ
る
如ご
と

き
狂き

ょ
う

暴ぼ
う

な
る

侵
略
主
義
者
に
何な
ん

等ら

の
共
鳴
を
感
ぜ
し
め
ざ
る
所ゆ
え
ん以

で
あ
る
。 （
吉
野
作
造「
出
兵
論
と
現
代
青
年
の
世
界
的
傾
向
」）

 シベリア出兵に対する世論　当
時の人々は，シベリア出兵をどのよ
うに受け止めたのだろうか。

❹ 日本は，大戦中にイギリス・フ
ランスと密

みつ
約
やく
を結んで山東省の

権益継承を認めさせていた。

❺ 朝鮮人と日本人が対等であるこ
とを強調したが，実際には日本
への同化をうながし，独立運動
は武力で弾

だん
圧
あつ
した。

が撤
てっ
兵
ぺい
するなか，日本だけが1922年まで出兵をつづけたが失敗におわり，

国際的な信頼もそこなった。
　1918年，ドイツで革命がおこって帝

てい
政
せい
が崩
ほう
壊
かい
し，第一次世界大戦は日

本をふくむ連合国側が勝利をおさめた。翌年，パリで講
こう
和
わ
会議が開かれ，

ヴェルサイユ条約が調
ちょう
印
いん
された。日本は，山東省にあったドイツの権益

を受けつぐとともに，赤道以北の旧ドイツ領南
なん
洋
よう
諸島の委

い
任
にん
統
とう
治
ち
権
けん
をえ

た。また，アメリカ大統領ウィルソンの提
てい
唱
しょう
で，平和維持の国際機構と

して国際連盟の創立が決まり，1920年に発足した。日本は，その常
じょう
任
にん
理
り

事
じ
国
こく
の一つとなった。

中国は山東省の権益の返還を主張したが，パリ講和
会議でこれが無視されると，1919（大正８）年５月の

北
ペ
京
キン
での学生集会をきっかけに，中国各地で学生や労働者を中心とした

ストライキや日本製品のボイコット運動がおこった（五
ご
・四

し
運動）。日本

は，中国の権利をおびやかす存在の象徴としてみなされるようになった。
　大戦後に「民族自決」の機運が高まるなか，日本に支配されていた朝鮮
でも，1919年３月１日，京

けい
城
じょう
（現在のソウル）で知識人や学生らが日本か

らの独立を宣言した。これに刺
し
激
げき
を受けて独立を求める運動が，またた

く間に朝鮮全土に広がった（三
さん
・一

いち
独立運動）。朝鮮総

そう
督
とく
府
ふ
は原
はら
内閣のも

と，これまでの武
ぶ
断
だん
統治から文化政治への転

てん
換
かん
をかかげたが，独立運動

はその後も根強くくりひろげられていった。
　台湾では総督府を通じた同化政策がつづいたが，台湾人による自

じ
治
ち
を

かかげて議会の設置をめざす政党も生まれた。
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 水
みな
俣
また
病裁判（1973年3月）　四大公

害訴
そ
訟
しょう
など，各地で公害を訴える裁

判がおこされ，住民側の勝
しょう
訴
そ
があい

ついだ。

 四
よっ
日
か
市
いち
の石油化学コンビナート

（1970年）　工場からの有害物質を
ふくんだ煙で大気が汚

お
染
せん
され，多く

の住民が重いぜんそくなどにかかっ
た。
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年

 耐
たい
久
きゅう
消費財の普

ふ
及
きゅう
率の推移（『日本統計年鑑』）　

1953年以後，家庭電化製品が普及し始めた。1960
年代後半には，カラーテレビ・自動車（カー）・ク
ーラーが3Cとよばれ，｢新三種の神

じん
器
ぎ
｣となった。

　こうした経済・社会の変化は，同時にさまざまな社会問題も発生させ
た。光

こう
化
か
学
がく
スモッグなどの大気汚

お
染
せん
や，水

すい
銀
ぎん
，カドミウム，ポリ塩

えん
化
か
ビ

フェニル（PCB）などの化学物質による水や土
ど
壌
じょう
への汚染などが広がり，

水
みな
俣
また
病・イタイイタイ病・四

よっ
日
か
市
いち
ぜんそくなどの公害問題は社会的に大

きな注目をあびた。また，都市への人口集中による住宅難や，無秩序な
土地開発による騒

そう
音
おん
，ごみ問題など生活環境の悪化，「交通戦争」という

言葉も生まれた交通事故の激増，「通勤地
じ
獄
ごく
」などの都市問題もはげしく

なった。一方で，農村では若
じゃく
年
ねん
労働者の流

りゅう
出
しゅつ
，人口減少と高齢化の急速

な進行，都市との生活水準の格差拡大，過
か
疎
そ
化による地域のつながりの

衰
すい
退
たい
などが問題化した。

　高度成長にともなう諸問題のうち，特に公害問題の深刻化に対しては，
各地で公害の認定と補

ほ
償
しょう
，環境保

ほ
全
ぜん
を求める住民運動が広がり，訴

そ
訟
しょう
も

提起された。そうしたなか，1960年代から1970年代にかけて，東京や大
阪，横浜，京都をはじめ多くの地方公共団体で，経済発展より市民生活
の安定や生活環境の整備を重視する革

かく
新
しん
系の首

しゅ
長
ちょう
が誕生した。

高度成長の時期には，人々の生活も大きく変化した。
所
しょ
得
とく
の増加とともに生活は豊かになり，化学繊

せん
維
い
の

普
ふ
及
きゅう
による服

ふく
飾
しょく
文化の変化，乳製品や温室栽培野菜の消費による食生活

の洋風化，住宅団地の建設をはじめとする住環境の変化など，変革は衣
食住の生活全般にわたった。
　白黒テレビ・洗濯機・冷蔵庫の三種の電化製品は，皇

こう
位
い
のしるしであ

る三つの宝
ほう
物
もつ
になぞらえて「三種の神

じん
器
ぎ
」とよばれ，国民の購

買意欲をかきたてた。急速に普及したテレビは，ラジオや映
画にかわって娯

ご
楽
らく
の中心となった。プロレスやプロ野球の中

継が人気を集め，力
りき
道
どう
山
ざん
や長
なが
嶋
しま
茂
しげ
雄
お
がスターとなり，美

み
空
そら
ひ

ばりをはじめとする流行歌手が生まれた。手
て
塚
づか
治
おさ
虫
む
の『鉄

てつ
腕
わん

アトム』など，テレビ番組の主人公は子どもたちの人気者と
なった。テレビは，文化の大衆化や社会の均質化など，国民
の生活や意識に大きな影響をもたらした。
　出版物では，新しい週刊誌があいついで創刊されて，週刊
誌ブームとなった。また，子ども向け漫画雑誌も誕生した。
　文学では，純文学で大

おお
江
え
健
けん
三
ざぶ
郎
ろう
などがすぐれた作品を発表

した。また，純文学と大衆小説のあいだの中
ちゅう
間
かん
小説では，松

まつ

本
もと
清
せい
張
ちょう
や司

し
馬
ば
遼
りょう
太
た
郎
ろう
など多くのベストセラー作家が生まれた。

　音楽では，歌
か
謡
よう
曲に加えて，1960年代に社会的主張をこめ
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器
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た。光
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スモッグなどの大気汚
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銀
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ど
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への汚染などが広がり，

水
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市
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ぜんそくなどの公害問題は社会的に大

きな注目をあびた。また，都市への人口集中による住宅難や，無秩序な
土地開発による騒

そう
音
おん
，ごみ問題など生活環境の悪化，「交通戦争」という

言葉も生まれた交通事故の激増，「通勤地
じ
獄
ごく
」などの都市問題もはげしく

なった。一方で，農村では若
じゃく
年
ねん
労働者の流

りゅう
出
しゅつ
，人口減少と高齢化の急速

な進行，都市との生活水準の格差拡大，過
か
疎
そ
化による地域のつながりの

衰
すい
退
たい
などが問題化した。

　高度成長にともなう諸問題のうち，特に公害問題の深刻化に対しては，
各地で公害の認定と補

ほ
償
しょう
，環境保

ほ
全
ぜん
を求める住民運動が広がり，訴

そ
訟
しょう
も

提起された。そうしたなか，1960年代から1970年代にかけて，東京や大
阪，横浜，京都をはじめ多くの地方公共団体で，経済発展より市民生活
の安定や生活環境の整備を重視する革

かく
新
しん
系の首

しゅ
長
ちょう
が誕生した。

高度成長の時期には，人々の生活も大きく変化した。
所
しょ
得
とく
の増加とともに生活は豊かになり，化学繊

せん
維
い
の

普
ふ
及
きゅう
による服

ふく
飾
しょく
文化の変化，乳製品や温室栽培野菜の消費による食生活

の洋風化，住宅団地の建設をはじめとする住環境の変化など，変革は衣
食住の生活全般にわたった。
　白黒テレビ・洗濯機・冷蔵庫の三種の電化製品は，皇

こう
位
い
のしるしであ

る三つの宝
ほう
物
もつ
になぞらえて「三種の神

じん
器
ぎ
」とよばれ，国民の購

買意欲をかきたてた。急速に普及したテレビは，ラジオや映
画にかわって娯

ご
楽
らく
の中心となった。プロレスやプロ野球の中

継が人気を集め，力
りき
道
どう
山
ざん
や長
なが
嶋
しま
茂
しげ
雄
お
がスターとなり，美

み
空
そら
ひ

ばりをはじめとする流行歌手が生まれた。手
て
塚
づか
治
おさ
虫
む
の『鉄

てつ
腕
わん

アトム』など，テレビ番組の主人公は子どもたちの人気者と
なった。テレビは，文化の大衆化や社会の均質化など，国民
の生活や意識に大きな影響をもたらした。
　出版物では，新しい週刊誌があいついで創刊されて，週刊
誌ブームとなった。また，子ども向け漫画雑誌も誕生した。
　文学では，純文学で大

おお
江
え
健
けん
三
ざぶ
郎
ろう
などがすぐれた作品を発表

した。また，純文学と大衆小説のあいだの中
ちゅう
間
かん
小説では，松

まつ

本
もと
清
せい
張
ちょう
や司

し
馬
ば
遼
りょう
太
た
郎
ろう
など多くのベストセラー作家が生まれた。

　音楽では，歌
か
謡
よう
曲に加えて，1960年代に社会的主張をこめ
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州の筑
ちく
豊
ほう
炭鉱では，坑内で，男性が石炭

を採
さい
掘
くつ
し，女性がそれを運び出すという

男女ペアでの労働が1920年代まで広くみ
られ，一部は戦後までつづいた。この男
女ペアの働き手は夫婦であることが多か
った。
　近代の女性の職業といえば，第一次世
界大戦後の「職業婦人」の登場があげられ
る。それまでも女性は家や工場で働いて
いたが，この時期にわざわざ「職業婦人」
とよばれるようになるのは，都市部の新
しい職種に女性が目立つようになったからである。1922（大正11）年に東京
市が，教師・タイピスト・事務員・店員・看護婦・電話交換手の「職業婦
人」を対象に行った調査によると，結果がえられた900人のうち，84％は未
婚者で，年齢は17歳から24歳が中心となっており，多くは結婚とともに離

り

職
しょく
したことがわかる。そして，この調査によれば，彼女たちが職についた
のは，52％が家計補助のため，17％が経済的に独立するためであった。さ
らに，彼女たちの28％は，死亡しているなどの理由で父親が不在であった。
男性が中心的な稼

かせ
ぎ手となる社会では，その稼ぎ手が失われたり，失業し

たりした家庭の経済状況は悪化し，女性は家計を助けるために働いたので
ある。「職業婦人」の登場は，当時の日本社会のジェンダーのあり方全体と
かかわっていた。
　男女共同参画社会基本法に述べられているように，「対等な構成員」とし
て社会をつくりあげていく未来を構想するうえでは，歴史上のさまざまな
ジェンダーのあり方を学ぶことが重要だろう。
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C衆議院議員総選挙における候補者・当選者にしめる女性の割合

C「職業婦人の感想並に希望」
（『職業婦人に関する調査』より抜粋）
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事
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。

一
、
お
人
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の
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皆
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に
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に
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り
ま
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た
。

C山
やま
本
もと
作
さく
兵
べ
衛
え
「坐

すわ
り掘り」（田川市教育委員会蔵，@Yamamoto Family）
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った。
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人」を対象に行った調査によると，結果がえられた900人のうち，84％は未
婚者で，年齢は17歳から24歳が中心となっており，多くは結婚とともに離

り

職
しょく
したことがわかる。そして，この調査によれば，彼女たちが職についた
のは，52％が家計補助のため，17％が経済的に独立するためであった。さ
らに，彼女たちの28％は，死亡しているなどの理由で父親が不在であった。
男性が中心的な稼

かせ
ぎ手となる社会では，その稼ぎ手が失われたり，失業し

たりした家庭の経済状況は悪化し，女性は家計を助けるために働いたので
ある。「職業婦人」の登場は，当時の日本社会のジェンダーのあり方全体と
かかわっていた。
　男女共同参画社会基本法に述べられているように，「対等な構成員」とし
て社会をつくりあげていく未来を構想するうえでは，歴史上のさまざまな
ジェンダーのあり方を学ぶことが重要だろう。

➡p.242

C衆議院議員総選挙における候補者・当選者にしめる女性の割合

C「職業婦人の感想並に希望」
（『職業婦人に関する調査』より抜粋）

一
、
タ
イ
ピ
ス
ト
は
目
と
頭
を
使
ふ
か
ら
も
う
少
し
休

み
を
多
く
し
て
頂
き
た
い
。

一
、
世
人
の
冷
め
た
い
眼
を
以も
っ

て
見
ら
れ
る
の
が
心
外

一
、
課
長
掛
長
、
な
ど
上
の
方
と
私
達
、
下
の
事
務
員

の
間
に
あ
ま
り
親
し
み
が
無
い
事
で
す
。

一
、
お
人
形
の
様
だ
っ
た
、
日
本
婦
人
も
皆
私
共
の
様

に
活
動
し
て
頂
き
た
い
。

一
、
金
銭
の
貴
さ
を
知
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

C山
やま
本
もと
作
さく
兵
べ
衛
え
「坐

すわ
り掘り」（©Yamamoto Family，田川市石炭・歴史博物館蔵）
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